
1（20番）
　大石　泰

1 市長２期目の市政運
営について (1) 藤田市長による市政運営１期４年間の総括について

(2) 今後４年間の市政運営の基本方針について

2(15番)
　城間 広子

1
(1) 計画の概要（期間、距離、事業費等）について問う。

(2)
当初の河川拡幅から地下河川計画への変更は、いつ、どこで決まった
のか。

(3) 計画変更についての住民説明会はいつ行われたのか。

(4) これまで、議会に何の説明もないが、議会無視ではないか。

2 国も県もやめた同和
事業の終結を (1) 同和事業の実態について問う。

(2)
人権文化センター（隣保館等）で実施している事業は、一般対策に移
行すべきではないか。

3 山間部の高齢者のカ
ミーリヤ入浴サービ
スについて

(1)
山家、柚須原、本道寺、平等寺などの高齢者が一緒にカミーリヤの入
浴が楽しめるように支援を。

4
(1)

平成２５年度の時間外労働が長い担当部署はどこか。何時間か。担当
者数一人あたりの年間時間外勤務状況は。

(2)
文化情報発信課・文化財担当は、特に長時間労働が常態化しているよ
うだが、原因はどこにあるのか。

(3)
文化財発掘に携わる職員の技術の継承は重要だ。そのためにも、充分
な職員の配置が必要ではないか。

3(16番)
　篠原 範子 (1)

県は乳幼児医療費助成を小学校６年生まで拡充することを検討してい
るとの報道あり。県の検討内容は。

(2)
県が小学校６年生まで拡充したならば、市の予算措置の見込みはどう
なるのか。

(3)
中学校３年生まで市独自で拡充したならば、市の予算措置の見込みは
どうなるのか。

(4) 中学校卒業までの医療費無料化を実施すべき。

2 住宅用火災警報器設
置助成について (1)

すべての住宅に住宅用火災警報器設置が義務付けられているが、設置
状況はどうか。

(2)
設置を促進するために、所得制限等条件をつけて補助を行ってはどう
か。

(1) 空き店舗対策補助対象の拡充について

(2) 商店リニューアル助成制度について

(3) 中小企業振興条例制定について

4（5番）
　井上　剛士 (1) コミュニティ区域について

(2) コミュニティ施設について

3

質　問　題　目質　問　者

1

1 地域コミュニティに
ついて

子どもの医療費助成
拡充について

地域経済振興策につ
いて
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5（1番）
　武光　誠

1
(1) 進捗状況について

(2) 周知及び体制について

(3) 職員への研修について

2
(1) 同和地区問い合わせマニュアルの職員等への周知について

(2) 不動産業者への周知について

(3) 今後の人権啓発について

6（6番）
　中川　康隆

1
(1) 地方財政対策「まち・ひと・しごと創生事業」について

(2) 法人税優遇特例税制について

7（18番）
　古瀬　富美子

1 市民の健康推進活動
について (1) 今後の推進計画について

2 子どもの読書活動推
進について (1) 今後の推進計画について

8(9番)
　尾野　正義

1 少人数学級について
(1) 少人数学級対策のメリットと進捗について

2 高齢者の見守りにつ
いて (1) 高齢者の見守りについての進捗状況について知りたい

3 青パトについて
(1) 青色パトロールについての成果について

9（19番）
　田中　允

1
(1) 本件を筑紫野市はどの様に受け止めているのか。

(2)
筑紫野市におけるいじめ・不登校対策等のマニュアルはどの様になっ
ているのか。

(3) 最悪の事態になる前に未然に防げないものなのか。

2
(1)

病院にかからなかった人に対し、地域活性化商品券等でキャッシュ
バックできないか。

(2)
予防の為の定期検診を受診した人には特典を付けるとか創意工夫はで
きないか。

地方創生について

川崎市中１暴行死事
件について

４月１日に施行され
る生活困窮者自立支
援法を実効あるもの
にするための方策に
ついて

同和地区問い合わせ
に対する対応につい
て

国民健康保険の運用
について
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10（3番）
　辻本　美惠子 (1)

健康寿命を伸ばすことで医療介護費用を節減できるということをどの
ように考えているか。

(2) 筑紫野市の健康づくりの取り組みは、どのようなものがあるのか。

(3)
保健師の役割と体制、地域における骨密度測定器の活用をどのように
考えているか。

(4)
健康寿命延伸都市こそ、これからのまちづくりのビジョンではない
か。

2
(1) 里山資本主義について、どのように考えているのか。

(2) 林業は、持続可能な豊かさをつくるのではないか。

(3) 林業は、地域経済の自立につながるのではないか。

まち・ひと・しごと
創生総合戦略につい
て

(1) 政府の提案をどのように受け止めているか。

(2) 筑紫野市のマスタープランと整合性の取れる内容であるのか。

(3) 今後どのように展開していくのか。

11（7番）
　宮原 智美

1 子どもの貧困につい
て (1) 子どもの貧困の状況について

(2) 教育支援について

(3) 生活支援について

(4) 保護者への就労支援について

12（8番）
　上村 和男

1 筑紫野市行政の財政
運営について (1) 筑紫野市の当面する課題について

(2) 財政状況と財政計画について

(3) 市政運営の基本と財政問題について

林業の可能性につい
て

3

1 健康寿命の延伸につ
いて
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